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Vol.6貼り 巡る 旅
静岡の駅前に、今年地元食材を使用した居酒屋「sunuser(スヌーザー )」が新しくオープンしました。静岡の玄関
口にあり、シンボリックな褐色の空間が道行く人々の目を引きます。「sunuser」のプロデューサーとして関わったの
は兵庫県 城崎にあるレストラン「OFF」*のシェフ 谷垣亮太郎さんと「TANIGAKI」*を手がける兄の伸太郎さん。
静岡とは遠く離れた彼らがなぜ関わることになったのか、その発端と地域を越えた彼らの想い、また空間を手がけ
た建築家 横山浩之さんそれぞれに、お話を伺いました。

静岡

Travel

スヌーザー
兵庫県、但馬地方にある「TANIGAKI」と「OFF」によるメニュー監修プロジェクト。
“ローカルコラボレーション”をテーマに、静岡の食材や地域の生産者さんにフォー
カスした居酒屋スタイルのお店。
営業時間　11:00–15:00 / 17:00–23:00（ラストオーダー 22:30）
静岡県静岡市葵区御幸町20 1F

【左】  ファサードのタイルはピンクテラコッタの色むらが美しい「Unravel」。写真は新井 “Lai”政廣氏が撮影した静岡県天竜区の森。【右】 料理写真 右) 「季節野菜とホタテのテリーヌ」¥900「富嶽白鶏と永田農園ヤングコーンロースト ロメスコソース」¥1560 *税込金額
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タイルを目にするとき、目地について意識した

ことはあるだろうか。

見た目にタイルの間を埋める材料といわれれ

ばそうなのだが、その機能は想像以上に高い。

例えば、タイルが陶磁器という性質ゆえに焼

成時に出る寸法誤差を目地によって調整す

る、壁や床との接着強度を高める、タイルの

裏側に水が侵入しないようにするなどの役割

を同時に担っている。

施工は設計者が目地幅を明確に指定せず進

行することももちろんできるが、目地の幅にも

ぜひ注目してみて欲しい。目地の幅によって

空間の印象は大きく変わる。例えば、目地の

幅を2mmから3mmへ広げたり、色つきの目

地を使用するだけで空間の雰囲気や個性が

大きく変わることを実感できるはずだ。さら

にレンガの様な厚みを持つ素材の施工では

目地を表面まで入れる場合と、半分程度入

れる場合でも素材の立体感や陰影の印象が

異なってくる。そして目地は幅の太さだけで

なく奥行きの深さで耐久度が増していく。

ちなみに目地がなくても成立するのは石材を

使用する場合だ。目地を設けない施工方法

を「突きつけ」というが、実はタイルの場合は

あまり推奨しない。焼きものであるタイル同

士がわずかな振動でも衝撃を吸収すると、い

ずれ亀裂が入ったり破損する可能性が高い

からだ。

日本は、目地の取り方が水平垂直をピシッと

揃える美意識が比較的高いように感じる。

そこに職人の技術が必ず宿っていることも心

に留めておきたい。

目
地
の
可
能
性

中央の目地の入った石：デザイナー・柴山修平（Zelt）による石のオブジェ「目地のエチュード#1」¥11,000～／ Zelt Bookstore https://ze-lt.com/          スタイリング：中田 由美
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平田タイル ショールーム
東　京　

名古屋    

大　阪   大阪府大阪市西区阿波座1-1-10  1・2・3F　 
Tel  06-6532-2002

愛知県名古屋市中区錦2-20-8 東栄ビル 2F　
Tel  052-218-3186　

福　岡   福岡県福岡市博多区店屋町 1-35 
博多三井ビルディング2号館 1F　 
Tel  092-263-5075

東京都中野区本町1-32-2 ハーモニースクエア 1F　
Tel  03-5308-1135

a iu（あいう）はタイルの母音が名前の由来になっている、
 タイルと焼きものにまつわる背景を紹介する情報ツールです。

掲載商品のお問い合わせは
各お問い合わせ先へ直接お願いいたします。

営業時間　10:00-17:00  水曜・日曜・祝日定休　

営業時間は予告なく変更となる場合がございます。各ショー
ルームへのお電話及びホームページよりご確認ください。

オンラインコンサルティングも承っております
https://tiles.hiratatile.co.jp/

お話を伺った方

OFF シェフ 　谷垣 亮太郎

兵庫県豊岡市城崎温泉にて “地元食材＋ナチュラル
ワイン＋温泉＝Paradise”をキャッチコピーに、歴史
ある温泉地でローカルの良さ、生産者さんとの繋が
りを大切にした料理とナチュラルワイン、スペシャリ
ティコーヒーが楽しめるお店「OFF」を営む。旅す
るように全国各地でポップアップも行っている。

*「OFF」兵庫県豊岡市城崎温泉にあるビストロ
「TANIGAKI」兵庫県養父市八鹿町にある居酒屋
* 「cosa」  静岡駅前の商業施設。2025年1月オープン

お話を伺った方

横山浩之建築設計事務所　
横山 浩之

2013年設立、静岡県掛川市に拠点を置く一級建築
設計事務所。個人住宅を中心に店舗、オフィスの設
計など幅広く手がける。

Interview

News

–谷垣さん、ご自身のお店「OFF」は兵
庫県城崎温泉にありますが、静岡のお店を
プロデュースするきっかけは？

「sunuser」が入っている商業施設「cosa」

*の飲食店のセレクトを知人が手がけてお

り、全国でいわゆる多店舗展開をしてい

ないような、地域に根ざした個性ある飲

食店を誘致したいということからお声がけ

がありました。初めは「OFF」として出店

してくれないかということだったのですが、

「OFF」の再現は難しいだろうと思いお断

りしていました。でもその方が城崎に毎

月2度も足を運んでくれて。(笑 ) お声が

けは光栄だったし、何か力になりたいなと

思っていたんです。

–なるほど。そこからどの様に「sunuser」
を立ち上げていったんですか？

元々、コロナ禍で全てがシャットダウンし

た際に兄と自分たちの商品をオンライン

で販売するために立ち上げた「sunuser」

というプロジェクトがありました。

「sunuser」は太陽とユーザー、恵みを共

有するという意味です。自然の恵みを共

有するという視点は場所を変えても実現

できるのではと考え、静岡で料理人として

の経験がある運営チームを最終的に見つ

けてもらって。スタッフとして働く方には

城崎の「OFF」と「TANIGAKI」に約 1～

3ヶ月研修に来てもらいました。

–「sunuser」はどういうお店ですか？

お店のコンセプトは “ローカルコラボレー

ション”にしています。「OFF」でもローカ

ルレジェンドと称して関わっていただいて

いる方々の名前を店内に掲示しています

が、この辺は何が美味しいですか？と足を

運んでくれる方々に、この地域ならではの

食や旬のものを紹介する食の案内所の役

割を静岡でやって欲しいなと思いました。

「sunuser」に行けば静岡の食をなんでも教

えてくれる場所になったらいいなと思って。

–その地域ならではの食は最も気にな
る要素ですね。お料理は何を大切にされ
てますか？

平田タイル 大阪ショールームが2025年7月31日リニューアルオープンします。
コミュニケーションや人との交流を大切にし、誰もが気軽に訪れ繋がることができる「ひらいて、つな
がる」空間として生まれ変わります。基幹タイルブランド「Hi-Ceramics」クラフトタイル「BISCUIT」外壁
タイル「Sunclay」、そして洗面や水まわり空間を彩る「AQUAPiA」の4つのブランドを、よりシームレスに
ご覧いただけるようアップデート。空間全体のトータルコーディネートを一層イメージしやすく、開放感
溢れる空間をご体験いただけます。

リニューアルオープン　2025年7月31日(木) 

住所　大阪市西区阿波座1-1-10 平田タイルビル1・2F

　　　大阪メトロ四ツ橋線、中央線、御堂筋線「本町」駅 

　　　22番出口前すぐ

お客さんに何を食べていただくか、そして

何を食べさせたいかがわかりやすい料理を

心がけています。例えば、農家さんのこの

食材というようにこれを食べてほしいとい

うのがわかる一皿ですね。作り手は食材

が伝わりやすいように努力する。シェフに

伝えたのは “テクニックとかではなく、想い

や気持ちが伝わる料理を作ろう”というこ

と。彼 が そ れ を 汲 み 取 り、今 の

「sunuser」となっています。

–食を通してお互いの感覚を共有する
仲間が増えていくようなイメージが感じら
れます。

そうですね、「sunuser」で提供する素材

の生産者さんはシェフ達が地元で実際に

足を運んでいいなと思った方達や納得し

たものを取り入れています。僕が実際に

料理するわけではないし、今後もずっと関係

性を築いていくことを考慮し特に指示しませ

んでした。でも彼らなら大丈夫だろうと思え

る信頼関係がある。あと、「sunuser」が

入っている施設は他にも飲食店があるけれ

ど、みんな仲が良いんですよね。活気が

あってお互いのお店を行き来してる。みん

なでお客さんをおもてなししようという共

通認識があり、自然とそう思う人が集まっ

て来ているという感じがします。

–静岡というローカルだからこそ実現
できていることかもしれませんね。今後
が楽しみですが、これからの展望はありま
すか？

先日「sunuser」でイベントを開催したの

ですが、静岡の人ってみんなちゃんとお酒

を飲むんですよ。居酒屋文化があるとい

うか。そういう知らなかった側面が見え

てくるのは面白いです。ここで定期的に

イベントを開催したいと思っていますし、

今は地方に興味があるので地方で料理を

していきたいですね。都市を経由せずに

地域と地域で繋がる関係性や僕自身も彼

らに教わりながら共に成長していきたい

と思っています。

–横山さん、「sunuser」の設計はどの
様に始まり展開していったのですか？

「sunuser」は地域の生産者を大事にして

いくローカルコラボレーションがコンセプ

ト。静岡に事務所がある我々にプロ

デューサーの谷垣さんと共通の知人が繋

いでくれました。谷垣さん達とは初対面

だったのですが、内装は基本的には一緒

に考えていきました。依頼時に伝えられ

たのは、ローカルに根差した家のような雰

囲気、土着的というイメージでした。

コンセプトを実際にどの様に空間に反映
していかれたのですか？

家の様なというコンセプトから当初は淡い

ベージュで全体を考えていました。検討

を重ねるごとにもう少しインパクトがあった

方が良いのではないかとなり、深い赤茶色

が用いることにしました。床・壁・天井は

全て同じ左官で仕上げているのですが、

ディティールに手仕事感やテクスチャーが

あり空間を印象付けています。床まで同じ

素材というケースは珍しいですね。

インパクトある色彩の中でもカウンターを

白くし象徴的に見せるようにしました。モ

ルタルを研ぎ出し、その中に静岡の色で

ある青と緑のカラーガラスを所々に混ぜて

石の表情が見えるようにしています。

–ファサードにタイルが贅沢に使用さ
れていたりコンパクトな空間ながら上質
な雰囲気がありますね。

土っぽさを考えたときにファサードにタイ

ルを使いたいと考えていました。このタ

イルは色むらの表情があり、一般的なタ

イルより厚みがあるので張ると自ずと重厚

感が出ます。素材はこのタイルから考え

ていったので窓に向かって丁寧に割り付

けをしています。

間口が3mしかない空間なので最初はど

うやって作ろうかと思いましたが、あえて

細長さを強調させるようにカウンターを配

し、有機的なアールを用いるようにしまし

た。窓の周りのアールも外から内側に柔

らかく繋がっていく様にしています。

–大きな窓があることにより狭さを感
じさせないつくりですね。ノイズがなく中
の様子が伝わります。

閉じているようで開いている感じを共存さ

せたいと思いました。調理する姿も風景

の一部になるように、でも店内が丸見えに

なっているわけではない。ほら穴の中に

いるようなイメージで作っていきました。

屋外と繋がっている壁は日中の営業では

自然光が入りすぎない様に天井まで届か

ない高さの壁を建てることで光を感じら

れつつ奥行きを出しています。意図して

なかったのですがベビーカーでいらっしゃ

るお客さんが半個室として使ってくれるこ

ともあります。夜はお酒を楽しんで欲し

いので明るすぎない様に照明照度を少し

落としています。

–「sunuser」の設計を通して感じたこ
とを教えてください。

このプロジェクトに関わるまで谷垣さんや

食のカルチャーについて詳しくなかったの

ですが、食を軸に関係人口が増え自然と

コミュニティを形成して広がっていく、こ

んなカルチャーがあるんだとすごく衝撃的

でした。設計段階でミーティングがてら

城崎の「OFF」にも足を運びました。

「sunuser」の空間も谷垣さんをはじめ、

関わる人たち皆チームで作り上げていっ

たという感覚がすごくあります。生産者が

いて、選ぶ人がいて共感する人がいる。

良い循環が存在していると思います。

静岡は何が美味しい？ に応える
食の案内所

ほら穴の中にいるような感覚

2025年7月、
平田タイル 大阪ショールームが
新しく生まれ変わります。

＊ショールームには駐車場がございませんので、公共交通機関をご利用ください。
＊現在、大阪ショールームは改装中のため7月30日までは臨時休館となっております。
ご迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします。

平田タイル　大阪ショールーム
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タイルにあえて欠けた部分をつくることで目地の表情に有機的なリズムをつ
くるユニークなデザイン。タイルを張った際にうまれる目地の連続性が空間
にアート性と個性をもたらします。
Ronan Bouroullec（ロナン・ブルレック）のデザイン。

[a iu] 発行年月日：2025年6月25日 第7号発行  
制作：aiu編集部　発行元：株式会社 平田タイル    
大阪市西区阿波座1-1-10  06-6532-1284

今号の表紙タイル
Bottone


